
　カトリックの精神に基づき、一人ひとりが世の光、地の塩であることを自覚させ
ています。すなわちローソクが自らは燃えて他を照らし、塩が自らは溶けて味を付
けるように、他者のために喜んで生きるよう努力する女性を育てることを教育方針
に掲げています。

　一人ひとりがかけがえのない大切な存在であることに気づき、自分自身を受け入
れ、互いに支え合って生きていくこと。常に感謝の気持ちを持ち、愛と奉仕の精神
を日常生活の中で体験し、実行するよう心がけています。

　カトリックの価値観に基づき、学習指導や生活指導を行います。また、基礎学力
の充実と応用力の向上を目指し、独自のカリキュラムを編成しています。

●学年を 3～ 4人の担任が協力して受け持ちます。また、教科を専科
で受け持つ教科専科制をとり、教科内容の充実と教科技術の向上を図り、きめ細か
い指導を行います。
● 1年生 4月から個人持ち iPad を活用し、卒業までにデジタルとアナログの

使い分けが上手にできる子どもを育てます。ご家庭と学校間の連携も ICT を活用し、
密に行います。

●外国人教師と専任教師のティーム・ティーチングによる英語学習が 1年生
より週 2時間あります。また、3年生から 6年生の希望者を対象に、週 1回放課
後スペイン語教室を開講しています。

●お昼ご飯は学校からお弁当を注文するか、ご家庭からお弁当をお持ちい
ただくかの選択制です。

●１年生から日記指導を行うことで、文章表現の心と技術だけでなく、児
童と教師の心の交流の場として生活指導にも役立てています。

●小・中・高合同の親睦会（バザー）などにより、和やかな雰囲気の中で
総合学園としての奉仕と一致の精神を強めています。また、長野県四阿高原の光塩
山荘で 4・5年生が学年ごとに共同生活を行い、人と自然への愛と理解を深めます。
その他に、年に 2回全校ミサ、運動会、クリスマス会などがあります。

　学院の設立母体は、スペインを発祥の地とし、世界の各地に広がるカトリック、ベ
リス・メルセス宣教修道女会です。この会の歴史は古く、13世紀ペトロ・ノラスコに
よって創立され、マドレ・マルガリタによって、宣教会に改められました。
　つねに、社会の必要に対応して貢献するための活動を続けてきましたが、光塩女子
学院は日本における活動の場として、高円寺の地に設立されたものです。
　設立当時は、５年制の高等女学校でしたが、変遷を経た後、幼稚園、初等科、中等科、
高等科となりました。

上級学校に
進むには

一貫教育を原則としているので、初等科からの推薦で中等科に進学
できます。

▼　　　　　　▼　　　　　　▼
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